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第４３回関西蔵前懇話会            
                 

2016.11.17 茅野文昭（S52 機械） 

 
 
 

    「茶の歴史と千利休」 
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１． 茶の伝来 
 ・唐の陸羽が書いた『茶経』により、中国から初めて茶の知識が伝わってきたとされている。 

・『茶経』には、茶の木の育て方、収穫方法と道具、たてかた、飲み方、歴史を記載 
・喫茶あるいは闘茶が一般庶民の間に流行したのは、平安時代末から鎌倉時代へかけて起こって

きた伝統 
 
 

２．茶の栽培の始まり 
 ・１１９１年、臨済宗の開祖栄西禅師が宋の国から持ち帰った茶の種を佐賀県の吉野ヶ里 
  霊仙寺の畑にまいたのが始まり 
 

３． 茶カブキ 
 ・茶カブキは鎌倉時代から室町時代に流行した『闘茶』という茶の種類を飲み当てる一種の 
  遊びが起源にできた。 

・ 茶の栽培が盛んになったころ、土地などによる風味を当てる遊びが生まれた。 
・ 『闘茶』には、栂尾の茶を「本茶」、それ以外の茶を「非茶」として飲み当てるものや、 

   四種類の茶を点て飲み当てるものなど、 
 

４．「飲時」：お茶はいったいどんな時に飲むのが一番ふさわしいのか 

・ 心身ともに余裕のある時 
・ 読書作詞に飽きた時 
・ 気分がいらいらしている時 
・ 歌や音楽を鑑賞する時 
・ 歌や音楽が終わった時 
・ 門を閉じ世間を避けている時 
・ 琴を弾いたり絵を見る時 
・ 夜もふけてともに語る時 
・ 明るい窓辺のきれいな机に向かう時 
・ 奥座敷や見晴らしのよい楼閣にいる時 
・ 客と主人が団欒している時 
・ よい客やかわいい女性といる時 
・ 友を訪ねて帰ってきた時 
・ 風がおだやかで天気のよい時 
・ うすぐもりでこぬか雨が降る時 
・ 小さな橋のたもとに舟を停めている時 
・ 花を手入れし小鳥の世話をしている時 
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5.“さび”と“わび”     世阿弥と利休 

・利休は金春流の太夫宮尾道三について謡を習ったことがあるばかりか、彼の後妻宗恩は 
 道三の娘であったという伝えもある。 
・利休がこの道三の好意によって金春禅竹の手に渡された世阿弥の伝書「風姿花伝」やまた 

「至花道」を見たとみなされる。 
・利休の使った「炭の花」という言葉や彼が己が運命を予知して、切腹の一ヶ月余り前に 

作ったと言われる 
「枯のこる老木の桜枯折れて今年ばかりの花の一房」 
の歌の中にも、世阿弥の花、残れる花の影響を見ることができる。 

・世阿弥も利休もその背景には禅があり、世阿弥の最後に到達した境地の“さび”と利休が 
到達した境地の“わび”とは異質な要素が入っていると思われる。 

 
 

6. 茶湯者としての利休 

 
・１５５８年（弘治４年）、利休が３７歳のとき三好実久の茶会に招かれたことから、 

堺において茶人としての地位が社会的に認められた最初である。 
・利休が居士号をもらったとき、大徳寺の古渓和尚はそれを祝って伝書を送ったが、その序に 

 「泉南之放全斎宗易居士三十年飽参之徒也」 

 と書いている。 

・利休が放全斎を号したのもおそらくこの前後である。 

 

 

7. 信長と利休との出会い 

 

・ １５６８年（永禄１１年）、信長の威に屈して自由都市堺は二万貫の軍資金に応じ、やがて信

長の直轄地となって松井友閑が奉行となって乗り込むに及んで、堺の立場は変わらざるを得

なくなった。 

・ 堺の豪商たちは相次いで信長と友好関係を結び自己保全の道を計った。          

・ １５７０年（元亀元年）４月に今井宗久が信長の御前で、利休の手前による薄茶を賜った。 

・ 利休はこのとき４９歳、信長は３７歳である。 

やがて利休は茶堂として信長に仕えた。天下の堺商人にして高い文化人が、天下をねらう 

武人に教師格として奉仕したのである。 
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8. 利休とその時代の主要人物の生没表 

 
足利義満  １３５８年（延文３年）生れ   １４０８年（応永１５年）没 
 
世阿弥   １３６３年（正平１８年）生れ  １４４３年（嘉吉３年）没 
 
一休禅師  １３９４年（応永元年）生れ   １４８１年（文明１３年）没 
 
織田信長  １５３４年（天文３年）生れ   １５８２年（天正１０年）没 
 
千利休   １５２２年（大永２年）生れ   １５９１年（天正１９年）没 
 
豊臣秀吉  １５３６年（天文５年）生れ   １５９８年（慶長３年）没 
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